
(別紙様式)
平成２６年度 学 校 評 価 シ ー ト

印学校名： 有田中央高等学校 学校長名： 河 本 好 史
「地域社会の中核を担う若者を育てる」目指す学校像

１．明るい家庭を築き、地域の活性化に貢献する若者・
２．職業人として地域の産業を支え、地域の発展に尽くす若者育てたい生徒像
３．地域の行事や活動に参画し、地域のつながりや絆づくりに励む若者

Ａ 十分に達成した （８０％以上） 学校評価の結果と改善方策の公表の方法本年度の重点目標 １．知識基盤社会のなかで生きていくために必要となる学力獲得に繋がる学習指導の徹底
達と、地域社会の中核を担う若者の育成に結びつくキャリア教育の充実

Ｂ 概ね達成した （６０％以上）(学校の課題に即
し、精選した上 ２．自らの将来や社会全体を意識した行動規範の確立と、自他の可能性を尊重し合う、希 学校ＨＰ等で公表している。成

Ｃ あまり十分でない（４０％以上）で、具体的かつ 望にあふれた学び舎の創造
度明確に記入する）

Ｄ 不十分である （４０％未満）３．教員の資質向上を伴った組織的な学校運営と、学校外の活力をいかした教育活動の充
実による学校力の質的転換

（注）１ 重点目標は３～４つ程度設定し、それらに対応した評価項目を設定する。 ２ 番号欄には、重点目標の番号を記入する。 ３ 評価項目に対応した具体的取組と評価指標を設定する。
４ 年度評価は、年度末（３月）に実施した結果を記載する。 ５ 学校関係者評価は、自己評価の結果を踏まえて評価を行う。

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

重 点 目 標 年 度 評 価 （３ 月６ 日 現在 ） 平成２７ 年 ２ 月 ２５ 日 実施

現状と課題 評価項目 具体的取組 評価指標 評価項目の達成状況 次年度への課題と改善方策 学校関係者からの意見・要望・評価等番号 達成度

学習指導における教員の授業力向上 生徒の課題や発 学力面の課題克服に向け授 全教職員が研究・公開授業を３回 ○授業改善の取組については概ね評価を得・研究・公開授業の1,2学期の実 ・ 授業改善」に向けての全校的「

や授業規律の確立への取組は更に進 達段階に応じた 業力の更なる向上を図る 以上実施 ている。とりわけ、特別支援教育の観点か施率は82％、88％が、3学期には5 な体制を再構築し、研究・公開授

み 全職員に浸透している しかし 取組や指導がな らの指導の研究や工夫を行い、分かりやす、 。 、 2％と下降した。 業に取り組みやすい方法を考えて

基礎学力の定着等は未だ不十分であ され、具体的な 「学び直し」の授業展開等 検証に基づく具体的な成果の実現 い授業に努めていることについては高い評・ 学び直し」の取組が基礎学力 いく必要がある。「

１ る。ｷｬﾘｱ教育において３年間を見通 成果に繋がって 基礎学力の定着を図る 価を得ている。しかしながら、基礎学力のの定着には繋がっていない。 ・ 学び直し」の教材や授業展開B 「

したｷｬﾘｱ教育の編成等は整備が進み いるか。 定着については、自己評価と同様に、改善、 ・現在就職に於いて１名が未定で ・運営について見直しを図る。

就職内定率が ％を達成するなど プロセスと結果を重視した ３年生全員進路内定 を求める要望もあった。100 ある。 ・全教職員の本校進路キャリア教

・ﾃﾞｭｱﾙｼｽﾃﾑへの参加は目標を達 育への理解と参画を促していく。実績を出せている。しかし、中退や 進路指導の徹底。
早期離職者の減少には、生徒に生き ○本校の進路キャリア教育については、昨成できなかった。

方・在り方を深めさせる取組の更な 体験的学習の充実による、 有中版ﾃﾞｭｱﾙｼｽﾃﾑに年 回、 名以 年に引き続き進路の内定率が非常に高いこ2 6
る充実が必要である。 生き方・在り方の深化 上の参加 ともあり、高い評価を得ている。一方で、

進学、就職両面に於いて求められる学力の
生徒理解が深まり、改善されるまで 教員一人ひとり 身だしなみ指導の徹底 ｢ｽｶｰﾄひざ丈｣、｢化粧一掃｣の徹底 養成についてはさらに改善の余地有りとの・身だしなみ指導後元に戻す生 ・全ての教職員が指導していく体

徹底する生徒指導と自尊感情を高め が生徒と真摯に 指摘があった。徒もいる。 制と「反省ノート」指導のさらな

・ 月の「生きる会」や、卒業 る充実を行う。る生徒支援を両輪とした取組により 向き合い、生徒 自尊心や共生を育む指導の 生き方・在り方を深めることに繋、 12

２ 前向きな生徒が多く育ち、学校全体 の課題克服に向 充実 がる具体的な教育活動の実施 ○本校のミッション「地域社会の中核を担式予行で３年生が ･ 年生にメッ ・次年度も教員･生徒からの働き1 2

の活力も高まっている。深刻で多岐 けた実効性のあ Ａ う若者を育てる」に基づき、身だしなみにセージを送った。 かけでよりいっそう生き方･在り

にわたる課題を抱えた生徒が年々増 る指導を行って リーダー育成及び部活動の リーダー育成の取組を年６回実施 ついて、昨年に引き続き「化粧の禁止」や・生徒会やキャプテンを中心に校 方を深める教育活動を実施してい

え、教員一人ひとりの指導力の向上 いるか。また、 活性化 ２年生の部活動参加率 ％以上 「スカート丈」について徹底した指導に取50 内での行事･県生連の大会・校外 く。

。 、や組織的な対応の更なる充実が求め 組織的な対応を り組んでいる このような指導についてはでのいろいろな場面で活躍してく ・次年度もリーダーたちが主体的

られる。 更に充実させて 生徒の課題への組織的対応 ケース会議の即時開催 よく理解を得ている。一方で 「生徒には指(３時間ルー れた。2年生のクラブ活動参加率 に動き、活躍できるような取組に 、
いるか。 力の向上 導の意図を十分に理解させてからの指導がルの徹底) は目標を達成した。 していく。

必要である 」との意見もあった。・今年度も支援･指導が必要なと ・ケース会議の運営方法を検討 。
。きに即時ケース会議を行い、対応 し、スピード化を図る

○生徒の活動や行事について、年々活発にをした

1なっている、と評価していただいている。
授業力向上等の教員の資質向上につ 教職員の協同性 ミドルリーダー等をチュー 担任力向上ゼミの年６回以上実施 年生の部活動の必修や リーダーの育成 生・向上ゼミの実施は目標を達成で ・向上ゼミの運営方法の検討を行 、 、「

ながる が機能し、教職員の協同 ・同僚性の向上 ターとするゼミ等の取組 き方・在り方」について考えさせる教育活OJT きなかった。 い、より実施・参加がしやすくす

性・同僚性が向上するとともに、地 と、地域との連 動の推進等の本校の取組が成果を収めつつ・ ビデオは中学生に対する説 る必要がある。PR

３ 域との連携が進み、一定の評価を得 携を主体的に進 本校の魅力や教育力につい 学校 ビデオの制作と 内容の あると考える。一方で、部活動の活性化等PR HP B明会等で好評を博した。 ・ ビデオ等の内容についてさPR

るようになった。学校の情報発信力 めているか。 ての理解を高める 充実 でさらなる充実を求める要望もある。HP は情報の適時更新を図ってい らなる充実を図っていく。

る。 ・地域協育会会員が参加しやすいをさらに強化し、保護者や外部の力
・部会によっては達成できないと 方法や手立てを工夫していく。を活用した教育活動に向けた質的向 地域協育会の活動への教員 地域協育会の７つの部会の活動実
ころもある。上を引き続き図る必要がある。 ・生徒の主体的な参画 績を前年比３０％増


